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1．はじめに
今日、教育改革への足並みは加速してきており、
教育再生実行会議においては第 5次まで提言がなさ
れている 6）。実際に、第 1次で提言された「いじめ
問題等への対応について」では、国がいじめ防止対
策推進法の施行と共にいじめ防止基本方針の策定を
行い、それを受けた形で各自治体、学校現場での防
止の取組がなされてきている。同様に、運動部活動
における体罰の問題については、「運動部活動の指
導のガイドライン」58）が策定され、体罰と指導の
違い等についての共通理解を図る取組がなされてい
る。今後も、これら提言に基づき、様々な議論がな
され、実際の施策として実行される可能性は高いと
考えられる。
第 5次提言 6）においては、「教員免許制度を改革
するとともに、社会から尊敬され学び続ける質の高
い教師を確保するため、養成や採用、研修等の在り
方を見直す。」という大項目があり、学制改革の機
会を捉え、免許、養成、採用、研修、配置、処遇な
どの制度全般の在り方を検討することが盛り込まれ
ている。その中で、自ら学び続ける強い意志を備え
た質の高い教師を確保するとともに、教師が社会か
ら尊敬され、その力が十分に発揮されるよう、教師
の養成や採用、研修等の在り方についても見直す必
要があると述べられている。
また、学校基本調査 54）の概要が公表され、図 1
に示すように教員の人数や年齢構成等について明ら
かにされたが、今後は、教員の大量退職に伴い採用
が増えることが予想されることから、教員の質の低
下が懸念されている。さらに「教職生活の全体を通
じた教員の資質能力の総合的な向上策について（答
申）」60）においても、質の高い教員を採用できるよ
う選考方法の一層の改善を図るよう示されているこ
とから、教員採用の在り方についての検討、改善が
急務であると言えよう。
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Abstract
 Nowadays, due to complicated educational problems and the impending mass retirement of teachers, the quality 
assurance of education professionals is subject to discussion for further improving the training, recruiting, and 
development of teachers. Therefore, autonomous individuals employing teachers clarified the type of professional 
cultivation required for teachers of health and physical education.
 In cases of junior high and high schools, the percentages of questions set for examination relating to the curriculum 
guideline, health, and ball game were high. There were also many questions on the teaching content and rules of the 
game. However, there were fewer questions on concrete teaching methods. A comparison with previous studies revealed 
that questions in teacher appointment examinations regarding professional cultivation of health and physical education 
had barely improved over the past decade.
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については、国がとりまとめ公表されてはいるが、
どういった知識や技能が求められているのか、その
詳細な内容については明らかにされていない。ま
た、保健体育科の実施内容については、岩田ら 1）
が旧学習指導要領に基づいた教員採用選考試験の知
識（保健体育科の専門教養）について検討したもの
（表 2）しか見当たらず、現行の学習指導要領に基
づく教員採用選考試験については検討されていな
い。
そこで、本研究では、現行の学習指導要領に基づ
いて行われている教員採用選考試験の保健体育科の
専門教養について、どのような知識が問われている
表 1　教育再生実行会議における提言
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表 2　旧学習指導要領を対象とした教員採用選考試験の項目別の出題数（岩田ら　2005）
図 1　公立小・中・高等学校年齢別教員数（全国）
※　学校基本調査（文部科学省）平成 26年 8月 7日を基に著者作成
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のかを、明らかにすることを目的とした。
2．方 法
教員採用選考試験（一次試験）において、各自治
体が行っている高等学校及び中学校の「専門教養
（保健体育科）」について、出題内容を分類し検討し
た。
2.1　情報の収集方法
先行研究 1）と同様に、全自治体別の復元問題を
唯一出版している協同出版の「教員採用試験対策シ
リーズ・保健体育科（2015年度版）」7-53）を対象と
して情報を収集した。教員採用選考試験は、政令指
定都市を含めると 68の自治体で行われているが、
都道府県と政令指定都市の問題が同一である自治体
もあることから、47都道府県を対象とした。
2.2　分類方法
受験区分が高等学校及び中学校対象の問題の各設
問を、意味のまとまった設問ごとに 1,957個に区切
り、KJ法 2,3）を用いて分類した。その際、「高等学
校学習指導要領解説　保健体育編・体育編（平成
21年 12月）」55）、「中学校学習指導要領解説　保健
体育編（平成 20年 9月）」57）及び先行研究 1）で使
用されている用語を参考として、10の項目に分類
した。また、受験区分が中高共通の問題の場合は、
基本的に高等学校の学習指導要領解説に基づいて分
類した。さらに、設問の内容を 10項目に振り分け
る際には、岩田ら 1）の分類方法を参考にしながら、
現行の改訂された学習指導要領解説書の指導内容に
即して分類を行った。
「（1）学習指導要領」に関しては、高等学校学習
指導要領解説保健体育編・体育編 55）、中学校学習
指導要領解説保健体育編 57）に記載されている項目
に沿って分類した。また、学習指導要領解説書以外
の総則等、学習指導要領に関する問題はすべてここ
に分類した。各運動種目に関する問題でも、学習指
導要領解説書にある記述が用いられている場合には
ここに分類した。
「（2）運動種目に関する知識」については、学習
指導要領解説書に示されている各領域における（①
体つくり運動、②器械運動、③水泳、④陸上競技、
⑤球技、⑥武道、⑦ダンス）運動種目に関連したルー
ル、指導・練習方法、技能・技術等について記述が
あるものをここに分類した。正式競技についての
ルール等も、解説書に示されている運動種目に沿っ
て分類した。
「（3）体育理論に関する知識」については、高等
学校は、学習指導要領解説書に示されている①ス
ポーツの歴史・文化的特性や現代スポーツの特徴、
②運動やスポーツの効果的な学習の仕方、③豊かな
スポーツライフの設計の仕方の 3項目について、中
学校は、④運動やスポーツの多様性⑤運動やスポー
ツが心身の発達に与える効果と安全、⑥文化として
のスポーツの意義の 3項目について、それぞれ関連
性がある内容の問題を分類した。
「（4）保健に関する知識」については、学習指導
要領解説書に示されている項目に関連する問題を分
類した。高等学校は、①現代社会と健康、②生涯を
通じる健康、③社会生活と健康について、中学校は、
④心身の機能の発達と心の健康、⑤健康と環境、⑥
傷害の防止、⑦健康な生活と疾病の予防のそれぞれ
の項目に関連する問題をここに分類した。他に、こ
れらの項目に分類できない内容でも、保健及び健康
に関する内容であれば⑧その他としてここに分類し
た。
「（5）国・官公庁・団体等の資料」については、
スポーツ基本法などに代表される法律やそれに伴う
基本計画、報告書、指導マニュアル、学校体育指導
資料等、学習指導要領以外の確かな根拠のある資料
から出題された問題を、体育、保健にかかわらずこ
こに分類した。
「（6）評価規準・評価方法」については、学習指
導要領解説に記述が有る無しにかかわらず、評価に
関することが問われているものを分類した。また、
国立教育政策研究所が発行している「評価規準の作
成、評価方法等の工夫改善のための参考資料」5,6）
に関する記述についての問題もここに分類した。
「（7）新体力テスト」については、学習指導要領
解説書に記述が有る無しにかかわらず、新体力テス
トについて問われているものを分類した。
「（8）学校体育マネジメント」については、授業
での見学者の参加のさせ方、集団行動等の体育授業
や学校行事等を行う際に必要な知識についての問題
を分類した。
「（9）安全管理」については、ある特有の種目に
関することでも、安全管理に関することであればこ
こに分類した。
「（10）地域特有」については、各自治体が独自で
打ち出している方針や条例などが問われているもの
を分類した。
なお、分類をする際、文部科学省検定済教科書で
ある「現代高等保健体育」62）「保健体育」61）を手が
かりとした。現在、現行の学習指導要領に準拠して
高等学校の保健体育科の教科書を発刊しているのは
2社であり、採択率の高いものを採用した。中学校
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は、複数社あるものの高等学校に準じ同じ教科書会
社のものを採用した。
3．結果と考察
表 3に示すように、教員採用選考試験の保健体育
科の専門教養においては、「（1）学習指導要領」「（2）
表 3　2014年度実施　教員採用選考試験（中・高保健体育科　専門教養）項目別の出題数
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運動種目に関する知識」についての問題が多くを占
め、それぞれ 35.1％、28.9％と、併せて全体の 6割
を越えていた。
図 2に示すように、「（1）学習指導要領」に分類
された①～⑦の運動領域の合計に占める、領域ごと
（①体つくり運動、②器械運動、③水泳、④陸上競技、
⑤球技、⑥武道、⑦ダンス）の割合をみると、どの
領域についてもあまり偏ることなく出題されている
のがわかる。しかし、（2）運動種目に関する知識（①
体つくり運動、②器械運動、③水泳、④陸上競技、
⑤球技、⑥武道、⑦ダンス）に占める各領域の割合
についてみると、球技が 566問中 261問と①～⑦の
運動領域全体の 46.1％を占めており、出題が球技に
大きく偏っていることが分かる。
また、「（2）運動種目に関する知識」について詳
細をみると、ルールが 304問（53.7％）、技能・技
術が 150問（26.5％）、指導方法が 61問（10.8％）、
その他が 51問（9.0％）であった（表 4）。特に、ルー
ルが全体の約 5割を占めているのに対し、教育活動
における具体的な指導方法については、約 1割と非
常に少ない割合であった。実際の学校現場において
は、教師が具体的な指導方法について理解し準備で
きていなければ、生徒を運動の特性に触れさせた
り、できる喜びを味わわせたりすることが困難であ
る。また、運動種目のルールについては、公式競技
のルールに当てはめるだけではなく、生徒の実態に
合わせて柔軟に対応することが求められており、そ
うすることが生徒に運動の楽しさを味わわせ、豊か
なスポーツライフを実現することにもつながってい
くと考える。こういったことから、教員採用選考試
験で問われている保健体育科の専門教養は、即座に
学校現場で生きる実践的知識と乖離している傾向に
あることが推察される。これらのことは、岩田ら 1）
が 10年前に指摘していることと同様であり、大き
な改善がなされないまま採用選考試験は行われてき
ていることが窺える。
次に、「（1）学習指導要領」における科目保健（高
等学校）、保健分野（中学校）と、「（4）保健に関す
る知識」についてであるが、表 3に示すように「（1）
学習指導要領」からの出題が 8.1％と少なく、それ
に関係する「（4）保健に関する知識」についての問
題が 16.4％と約 2倍の出題率であった。「（4）保健
に関する知識」の詳細をみると、高等学校の解説書
に示されている指導内容（①現代社会と健康、②生
表 4　運動種目に関する知識についての内訳
図 2　学習指導要領における運動種目と各運動種目に関する知識の出題の割合の比較
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涯を通じる健康、③社会生活と健康）と、中学校の
解説書に示されている指導内容（④心身の機能の発
達と心の健康、⑤健康と環境、⑥傷害の防止、⑦健
康な生活と疾病の予防）とでは、高等学校の内容に
関する出題の方が多く、科目として授業を担当する
保健体育科教員には、学習指導要領の指導内容に関
連した保健に関する豊富な知識が求められていると
考えられる。また、高等学校で最も多く出題されて
いる「①現代社会と健康」と、中学校で最も多く出
題されている「⑦健康な予防と疾病の予防」につい
ては、健康についての考え方や生活習慣等について
扱う分野であり、健康の保持増進についての内容が
重要視されているということが推察される。
「（6）評価規準・評価方法」については、表 3に
示すように、0.9％と 1％にも満たなかった。評価に
ついては、指導と評価の一体化の考え方のもと、
しっかりとしたアカウタビリティーを果たさなけれ
ばならない内容である。国でも、「評価規準の作成、
評価方法等の工夫改善のための参考資料」5,6）を国
立教育政策研究所から示している。実際に教育現場
に出た際に、保健体育科教師として授業を行うから
には、必ず評価する場面に遭遇することになる。し
かしながら、そういった現場で必要不可欠である内
容についての問いは少なく、採用段階であまり重要
視されていないことが推察される。
「（9）安全管理」についても、表 3に示すように、
19問で全体の 1％にしか過ぎない。学習指導要領解
説 55,57）の中でも、「安全に気を配る。（中学校 1・2年）」
「健康・安全を確保する。（中学校 3年・高校）」と
いうことが指導内容として示されているように、保
健体育科の授業では、生徒の安全に配慮する態度を
育成するとともに、教師自信が生徒の安全を第一に
考えなければならない。実技を伴う保健体育科の場
合、生徒の怪我や事故に遭遇する可能性は他教科よ
り高い。それにもかかわらず、専門教養としてはあ
まり問われていない傾向にある。安全については、
体育実技の指導を行うにあたって最優先されなけれ
ばならない事項であり、こういった内容が専門教養
として重要視されるべきだと考える。
ただ、その中でも、水泳の指導の際の安全管理に
関する出題の割合が多くみられた。水中からのス
タートを、生徒の技能の程度に応じて次第に高い位
置にしていく段階的な指導の必要性を問うような問
題である。こういった内容は、これまでの学校体育
中の事故の事例を考えても、重要視されるべき内容
と言っていいであろう。
「（7）新体力テスト」については、表 3に示すよ
うに 27問で全体の 1.4％であった。これについては、
ほとんどが体力テストの種目と体力要素の関係、計
測する際の方法や時間等についての出題であり、体
力向上につながるような内容は見当たらない。一方
で「（5）国・官公庁・団体等の資料」に、体力・運
動能力調査 24）や全国体力・運動能力、生活習慣等
調査報告書 56,59）からの出題が見られるが、そういっ
た現在の体力課題に即した手だてを講じることにつ
いての内容が問われるべきではないかと考える。
このように見てくると、教員採用選考試験で問わ
れる保健体育科の専門教養が、学校現場で必要とさ
れる実践的知識と乖離している傾向にあるというこ
とが窺える。しかし、G県のように学校現場の授業
に即した内容を出題している自治体も見られる。例
えば、中学校第 1学年の体つくり運動の学習計画を
示し、単元経過の具体的な時間での留意点や運動
例、指導方法を問うような問題である。また、O県
のように、体つくり運動における努力を要する生徒
の姿をいくつか示し、それに対する支援の仕方を問
うような問題も見られた。こういった出題の仕方
は、全体としては少なく、その教員採用選考試験を
行う自治体の考え方が反映されているものと考えら
れる。そういった意味では、各自治体間でも問われ
る専門教養の内容について偏りが見られるといえる
であろう。
4．まとめ
本研究では、保健体育科教師として教員採用選考
試験（一次試験）で問われる専門教養の現状につい
て検討してきた。教員採用選考においては、以前か
らその出題分野の偏りや、実践的知識が問われてい
ない等の指摘を受けながら、学習指導要領が改訂さ
れた現在でも、全国的に見るとあまり改善されてい
ないことが示唆された。しかしながら、自治体に
よっては実践的知識を問う問題もあり、今後こう
いった内容が教員採用選考試験で問われることを期
待したい。
若手教員から「実際の教員としての仕事と教員採
用選考試験は別物である」という話を聞くが、現段
階では、教員採用選考試験で問われる保健体育科の
専門教養が、現場で即座に生きる知識になっていな
いものが多く見られ、学生にとっては試験に合格す
るために習得するものとなっている側面があること
は否めない。教員採用選考試験に取り組む上で学ん
だ専門教養を、現場で実践的に生かすことができる
よう、教員採用選考試験の内容の吟味が今後も必要
である。そうすることが、学生の教職への積極的な
学びにつながり、有能な教員の輩出にもつながって
いくと考える。
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